























































































す。J I“毛利家文庫" は県文書館の文書としては、 むしろ直系の尊属と考へで
も宜いでしょう。 但し、 県文書館では、 県庁から出る文書が“当主" であり、
“社長" であるのに対して、“先代" か精々 “会長" として位置づけられるべき
ものです。(中略)乙の辺で、“当主" の県文書こそが全面に押出されるべきで
す。 それが、 県文書館としての“前 向き" というより、 当然 のオーソドックス
な姿勢ではないでしょうか。J4) と苦言を呈しています。 私も、 鈴木氏や北川氏
と同じく、 アーカイブズとは、 親組織の文書の移管を受け、 それを整理・保

































活動機関(拠点)とは、 別の概念で捉えた方がよいと考えています。 また、 鈴
木氏は「研究が主となっていた大学史に関する活動は、 編纂事業の活発化を契
機に、 急速に拡充し、 発展した。戸と述べられていることから、 年史編纂を大
学史活動の拡充・発展の契機として重視していることが分かります。
それに対して、 アーカイブズについて、 富永一也氏は「アーカイヴズは、 歴











こそいえることである。J10) との批判もみられます。 しかし、 富永氏の論は、
「アーカイブズ立ち上げ後だ、からいえるわけではなく、 アーカイブズを立ち上







































は、 I�博物館』とは、 歴史、 芸術、 民俗、 産業、 自然科学等に関する資料を収































ると、r�機関アーカイブCinstitutional archives) � Cin-house archivesとも)は
『親機関によって作成ないし受理された記録を保管する場』と定義づけられ、









ります。 重ねて言いますと、 大学アーカイブズとは、 大学という法人によって































語集1 的によると、 “A strategy to document the historical development and all 
segm巴nts of a community by acquiring both 0伍cial. administrative records as well 


















理念型を設定J2 1 )されました。 堀田氏のA型は国立大学に、 B型は私立大学に
多くみられ、 A型は「機関アーカイブズjを基軸とするもの、 B型は「収集
























































るJように、 条件整備をしなければなりません。 ここに、 国立大学アーカイブ
ズの社会的使命を見出す乙とができます。




















































たさなければならないのです。 公的存在である大学として、 現在の、 そじて未
来の社会に対する説明責任を果たす、 このことこそ大学アーカイブズの社会的
使命にほかなりません。






















織内であれ、 外部に対してであれ、 利用者、 現在と将来の利用者に対して、 記
録資料へのアクセスを提供することである、 と言えるのではないか。 なぜなら




ブズにおいても、 アクセスの提供はその究極的目的であり、 使命であり、 社会
的使命なのです。
では、 使命と社会的使命とでは、 どう違うのでしょうか。 社会的と言うから
には、 社会に対する、 外部一般に対する使命ということでしょう。 大学アーカ














このように、 アーカイブヌ、 アーキビストの資料利用方法は、 編纂や研究を
第一義とする年史編纂における資料利用のあり方とは根本的に異なるのです。
一方、 親組織、 社会一般に対しては、 アクセスをどう提供するかが問題にな










































います。 一方、 私立大学の場合、 成文化された公開基準を持つ大学は少数にと
どまっています。 表1と表 2を比較しますと、 私立大学の場合、 所蔵資料を公
開するにあたって、 成文化された基準によらずに公開しているケースの方が多











































則・規程を公開しているのは、 明治大学と早稲田大学の 2大学のみであり、 閲
覧案内として公開している大学が 9大学あるものの、 表1・表 2でみた公開や
基準の作成状況と比べて、 著しく低くなっています。 これは、 堀田慎一郎氏が
指摘されたように、 私立大学は情報公開法の適用を受けないため、 利用規則を














りますが、 本報告では割愛します。 冊子体、 紙ベースの目録が閲覧室内に置か









































は、 業務文書としての性格と、 大学アーカイブズが果たすべき役割から、 肯定



















れます。 また、 仮に、 その大学の「教育研究Jに関する全ての資料を大学アー
カイブズが収集するとしますと、 大学アーカイブズの収蔵庫がすぐにパンクす
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